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［特集1］ 沖縄国際ハブクラスター始動!
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地域の目「沖縄進出への思い」 株式会社エーデルワイス代表取締役会長　比屋根　毅



この度、第２次安倍改造内閣において、沖縄担当大臣に就任いたしました。

これまで私は、地方再生担当の内閣総理大臣補佐官、総務副大臣などを務め、地方の

振興・活性化に関する実務を数多く経験してまいりました。

この経験を生かし、日本のフロントランナーとしてさらに沖縄が発展するよう、尽力

してまいる所存です。

安倍改造内閣では、最大の課題の一つに元気で豊かな地方の創生（地方創生）を掲げて

いますが、東アジアの中心に位置する地理的特性や、日本一高い出生率といった優位性・

潜在力を有している沖縄は、地方創生のモデルケースとなる可能性を大いに秘めている

と考えております。

９月３日に担当大臣に就任して間もなく、沖縄を訪問させていただきましたが、沖縄

科学技術大学院大学や那覇空港の新滑走路建設地の視察を通じて、その思いを一層強く

いたしたところです。

担当大臣として、自分の目でしっかりと現状を把握し、また地元の皆様の声もお聞き

しながら、今後の施策に反映をさせていきたいと思っております。

就任の御挨拶
内閣府特命担当大臣

山
やま

口
ぐち

　俊
しゅん

一
いち

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
26
年
９
月
３
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び
北
方
対

策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
、
山
口
俊

一
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

【
経
歴
】

昭
和
50
年
４
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議
会
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当
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史
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２
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８
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平
成
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９
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総
務
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臣
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成
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９
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内
閣
総
理
大
臣
補
佐
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地
方
再
生
担
当
）

平
成
24
年
12
月　

財
務
副
大
臣

平
成
26
年
９
月　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
科
学
技

術
政
策
、
宇
宙
政
策
）、
Ｉ
Ｔ
政

策
担
当
、再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
、

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
担
当 

【
趣
味
】

読
書
、
映
画
、
旅
行
な
ど
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山口沖縄担当大臣は、９月９日（火）～ 10日（水）にかけて、大臣

就任後初めて沖縄県を訪問しました。

大臣は、平和祈念公園や沖縄科学技術大学院大学等を視察した

ほか、仲井眞沖縄県知事、喜納沖縄県議会議長、経済団体代表及び

市町村・各圏域代表との懇談を行いました。

国立沖縄戦没者墓苑を参拝 沖縄科学技術大学院大学視察 普天間飛行場視察（宜野湾市役所より）

仲井眞沖縄県知事との懇談

山口大臣の沖縄訪問

平
成
26
年
９
月
４
日
付
け
で
、
沖
縄
及

び
北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
副
大
臣

に
、
平
将
明
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

【
経
歴
】

平
成
17
年
9
月　

衆
議
院
議
員
初
当
選

平
成
24
年
12
月　

経
済
産
業
大
臣
政
務
官

平
成
26
年
9
月　

内
閣
府
副
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
科
学
技
術
政
策
、

宇
宙
政
策
、
国
家
戦
略
特
区
、
Ｉ
Ｔ
政
策

担
当
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
、
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
戦
略
担
当
、
地
方
創
生
担
当
、
沖
縄

基
地
負
担
軽
減
担
当
）

【
趣
味
】

読
書
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

平
成
26
年
９
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４
日
付
け
で
、
沖
縄
及
び

北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
大
臣
政
務
官

に
、
松
本
洋
平
氏
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就
任
し
ま
し
た
。

【
経
歴
】

昭
和
17
年
９
月　

衆
議
院
議
員
初
当
選　

平
成
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年
９
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閣
府
大
臣
政
務
官
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縄
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対
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学
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宇
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Ｔ
政
策
担
当
、再
チ
ャ

レ
ン
ジ
担
当
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ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
担

当
、
拉
致
問
題
担
当
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海
洋
政
策
・
領
土

問
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担
当
、
国
土
強
靭
化
担
当
、
沖
縄
基

地
負
担
軽
減
担
当
）

【
趣
味
】

読
書
、
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ

【
座
右
の
銘
】

今
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
、

わ
し
が
や
ら
ね
ば
た
れ
が
や
る

（
小
平
名
誉
市
民　

平
櫛
田
中
の
言
葉
）

内
閣
府
副
大
臣
に

平た
い
ら　

将ま
さ  

明あ
き 

氏
が
就
任

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に

松ま
つ

本も
と  

洋よ
う

平へ
い 

氏
が
就
任

副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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・11月は「建設業取引適正化推進月間」です
・平成26年度船員労働安全衛生月間の実施

本誌掲載の論文等の意見は、筆者の個人的見解であることをお断りします。

美味しい沖縄　～沖縄食材を食べ尽くす! ～ 　沖縄産「きのこ」

地域の目
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総　務　部
経済産業部

経済産業部

株式会社エーデルワイス 代表取締役会長　比屋根　毅

内閣府特命担当大臣　山口　俊一

　　　内閣府副大臣　平　　将明　　内閣府大臣政務官　松本　洋平

管内経済情勢報告（平成26年10月）

中小企業・小規模事業者の悩みに応えます！
～沖縄の事業者をもっと元気に！地域密着の３つの相談窓口～

うちな～インフラ情報館の開設
～ワンストップで事業内容や事業プロセスの見える化～

新船「フェリーよなくに」が就航
～与那国島から石垣港航路に快適な船旅を提供～

製造関連企業による「沖縄力発見ツアー2014」を実施
～沖縄への投資促進や新たな産業の創出・振興等を目指して～

沖縄国際ハブクラスター始動！
～アジアゲートウェイを目指して～　

特集２ 沖縄観光客1000万人時代のインフラ整備
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「沖縄進出への思い」Series 36

なかゆくい

クワンソウの花
（今帰仁村･今帰仁ざまみファーム）

表 紙 写 真

本誌タイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。
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お知らせ

　この一面に広がるオレ
ンジは、沖縄県が指定し
た伝統島野菜の１つでも
あるクワンソウ（和名：ア
キノワスレグサ）の花です。
　クワンソウの命は短く、
朝咲いて夕方には萎れて
しまいますが１本の茎に
は約20輪のつぼみがつ
いており、毎朝新しい花
を咲かせます。
　沖縄では昔から、お浸
しや味噌汁などに食材と
して花（蕾）や葉、根を利
用してきました。
　また、最近では睡眠改
善効果が注目されており、
沖縄の特産品として健康
茶やサプリメント、クッ
キーなどのお菓子に加
工・販売されています。
開花時期は、9月上旬～
11月中旬頃です。

「豆知識」「豆知識」
❹❹

うんゆうんゆのの

撮影：沖縄総合事務局
　　　原　孝文

誰もが利用しやすい
バスをめざして

　みなさんは「ノンステップバス」をご存知でしょうか。床の高さが地上面から65cm以下に
設計され、乗降口のステップ（階段）が無いバス車両のことで、補助スロープを付けること
により、車いすに乗ったままでもスムーズに乗降できるバス車両のことです。また、握り
棒などは容易に判別できる色彩に塗色されており、様々な障害をお持ちの方や高齢者、幼
いお子様にとっても利用しやすいバスとして、ここ数年、沖縄県内の路線バスにおいても
導入が進められてお
ります。
　こうしたノンステ
ップバスの導入を図
り、バリアフリー化
を進めることにより、
誰もが利用しやすい
バスになることを目
指しています。

「子メーター （証明用電気計器）」の有効期限は過ぎていませんか!?
有効期限を過ぎた子メーターは使用できません！



Series 36
目地域の

菓
子
ひ
と
す
じ
60
年
余
。
石
垣
島
の

大
自
然
の
中
で
駆
け
回
っ
て
い
た
私

が
、
大
き
な
夢
を
抱
き
、
単
身
で
島
を

飛
び
出
し
た
の
は
15
歳
の
時
で
し
た
。

無
我
夢
中
で
菓
子
の
道
を
歩
み
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
一
人
前
に
な
っ
て
い

つ
か
郷
里
へ
ご
恩
返
し
し
た
い
と
い
う

私
の
長
年
の
夢
が
叶
う
日
が
よ
う
や
く

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

２
年
後
に
、
創
業
50
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
郷
里
の
た
め
に
何

か
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
こ
の
た
び
沖
縄
に
進
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
４
月
、
弊
社
の
沖
縄
進
出
の
意

向
を
聞
か
れ
た
琉
球
銀
行
の
金
城
頭
取

が
兵
庫
県
に
あ
る
弊
社
ま
で
わ
ざ
わ
ざ

お
越
し
に
な
り
、
沖
縄
で
営
業
力
と
販

売
網
を
お
持
ち
の
オ
キ
コ
株
式
会
社

と
、
長
年
培
っ
て
き
た
高
い
技
術
力
を

持
つ
弊
社
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ

ば
、
沖
縄
の
菓
子
業
界
の
活
性
化
と
底

上
げ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の

提
案
を
い
た
だ
き
、
歴
史
あ
る
オ
キ
コ

株
式
会
社
と
の
仲
介
役
を
積
極
的
に
務

め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

と
ん
と
ん
拍
子
に
話
は
進
み
、

２
０
１
４
年
９
月
１
日
、
オ
キ
コ
株

式
会
社
と
弊
社
は
共
同
出
資
の
新
会

社
「
株
式
会
社
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
沖
縄
」

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
４
月
25
日
、
沖
縄
タ
イ

ム
ス
社
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
沖
縄
政

経
懇
話
会
21
の
４
月
定
例
会
に
講
師
と

し
て
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
よ
う
な
者
で
も
、
郷
里
の
た
め

に
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
い

う
思
い
か
ら
、
沖
縄
県
内
の
政
財
界
の

ト
ッ
プ
の
皆
様
の
前
で
「
郷
里
を
出
て

61
年
の
歩
み
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沖
縄
を
代
表
さ
れ
る
皆
様
を
前
に
大

変
恐
縮
し
ま
し
た
が
、
私
な
り
に
歩
ん

で
き
た
人
生
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
大
き
な
反

響
が
あ
り
、
政
財
界
か
ら
是
非
沖
縄
に

進
出
を
と
い
う
強
い
ご
要
望
も
い
た
だ

き
、
こ
の
た
び
の
進
出
を
後
押
し
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
ま
で
に
那
覇
市
周
辺
で

製
造
工
場
、
飲
食
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
な
ど
生
産
と
販
売
機
能
を
備

え
た
モ
デ
ル
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。

そ
の
店
舗
で
は
、
安
心
安
全
で
高
品

質
な
商
品
の
販
売
を
は
じ
め
、
菓
子
の

製
造
過
程
の
見
学
コ
ー
ス
、
親
子
で
利

用
で
き
る
ケ
ー
キ
教
室
を
併
設
し
た
り

な
ど
、
地
元
の
皆
様
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
店
づ
く
り
を
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
沖
縄
を
訪

れ
た
観
光
客
の
観
光
コ
ー
ス
に
組
み
込

ま
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
お
し
ゃ
れ
な
店

舗
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
、
沖
縄
を
訪
れ
た
観
光
客
は
約

６
４
１
万
人
で
過
去
最
高
を
記
録
し
た

そ
う
で
す
。

沖
縄
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
観
光
客

の
皆
様
に
も
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
お

み
や
げ
商
品
を
開
発
し
、
沖
縄
観
光
に

も
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

全
国
的
な
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る

に
は
、
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
商
品
開
発

や
販
売
方
法
の
戦
略
、
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
、
あ
せ
ら
ず
粘
り
強
く
こ
つ
こ

つ
と
努
力
を
積
み
重
ね
て
も
、
お
客
様

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
ま
で
数
年
の

歳
月
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
商
品
に
携
わ
る
多
く
の
人
の
情
熱

が
必
要
で
す
。

沖
縄
は
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、
グ
ァ
バ
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど

太
陽
の
め
ぐ
み
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て

育
っ
た
南
国
フ
ル
ー
ツ
や
黒
糖
な
ど
他

府
県
に
は
な
い
食
材
や
素
材
に
恵
ま
れ

て
お
り
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
元
の
新
鮮
な
素
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
活
か
し
古
い
伝
統
の
味
を
活

か
し
な
が
ら
も
沖
縄
の
香
り
の
す
る
も

の
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
世
界
中
か
ら

斬
新
な
素
材
を
広
く
取
り
入
れ
、
新
感

覚
の
特
産
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
し
て
、
新

し
い
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お
み
や
げ
市
場
の
商
品
と
ギ
フ
ト
商

品
と
の
差
別
化
を
は
か
り
、
現
在
、
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
あ
げ
て
商
品
開

発
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
商
品
を
デ
ビ
ュ
ー
さ

せ
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
商
品

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば

か
り
で
、
こ
れ
か
ら
時
間
は
か
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
共
が
魂
を
こ
め
て

作
っ
た
お
菓
子
が
県
民
の
皆
様
に
愛
さ

れ
、
郷
里
を
代
表
す
る
よ
う
な
銘
菓
に

成
長
し
、
そ
の
お
菓
子
を
沖
縄
か
ら
ア

ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
に
も
発
信
し
て
い

き
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
経
験
を
活
か
し
弊
社
の
技
術

力
を
結
集
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
、
オ
キ
コ
株
式
会
社
を

は
じ
め
同
業
の
皆
様
と
と
も
に
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「沖縄進出への思い」

株式会社エーデルワイス
代表取締役会長

比
ひ

屋
や

根
ね

　毅
つよし
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経済産業部
Special Edition
特集1

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ア
ジ
ア
市
場
に
向
け

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企
業
を
、
産
学
金
官
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
援
す
る
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ

ス
タ
ー
（
※
）
活
動
を
開
始
し
、
平
成
26
年
10
月

８
日
に
同
活
動
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
る
「
沖
縄
国

際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
Ⅰ
部
の
第
１
回
沖
縄
国
際

ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
会
議
で
は
、
ア
ジ
ア
ア
プ

ロ
ー
チ
に
必
要
な
人
材
の
育
成
・
確
保
の
取
組
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
戦
略
、
物
流
・
商
流
の
構
築
等
、

今
後
展
開
す
る
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
に
関

し
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
Ⅱ
部

の
基
調
講
演
で
は
、
㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長
を
お
招
き
し
、

自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動

が
狙
い
と
す
る
も
の
、
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

※
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー　

海
外
ビ
ジ
ネ
ス

に
意
欲
的
な
企
業
と
大
学
や
金
融
機
関
、
さ
ら
に

支
援
機
関
等
が
有
機
的
に
連
携
し
、
ア
ジ
ア
経
済

圏
等
へ
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
検
討
を
は
じ

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
実
証
事
業
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
イ
ク
等
を
展
開
す
る
活
動
。

沖縄国際ハブクラスター始動！
～アジアゲートウェイを目指して～
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◆
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
の

概
要
及
び
推
進
体
制
に
つ
い
て

沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
は
、
ア
プ

ロ
ー
チ
先
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
広
域
連

携
に
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
商
品
提
供
に
繋
げ

る
「
広
域
連
携
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
戦
略
」、

沖
縄
を
拠
点
と
し
た
空
・
海
の
物
流
の
拡
大
と

円
滑
な
商
取
引
に
繋
げ
る
「
国
際
物
流
・
商
流

ハ
ブ
戦
略
」、
海
外
展
開
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手

育
成
に
繋
げ
る
「
海
外
展
開
人
材
育
成
・
確
保

戦
略
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
重
点
課
題

と
し
、
そ
の
中
で
個
別
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
中
核
研
究
会
に
よ
り
取
組
の
深
掘
り
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
行
い
ま

す
。同

活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
企

業
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ

ス
タ
ー
推
進
会
議
を
設
置
（
議
長
：
玉
城
義
昭

経
済
同
友
会
代
表
幹
事
）
し
、
活
動
全
体
の
方

向
性
等
に
係
る
協
議
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
個
別
活
動
は
、
ク

ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
支
援
し
ま
す
。

◆
第
Ⅰ
部

　

沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
会
議

活
動
方
針
や
活
動
内
容
に
関
す
る
説
明
の

後
、
各
委
員
か
ら
自
社
の
取
組
や
構
想
等
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
、「
全

国
の
物
産
を
沖
縄
に
集
め
る
仕
組
み
を
オ
ー
ル

沖
縄
体
制
で
構
築
し
た
い
」、「
ア
ジ
ア
地
域
に

沖
縄
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
も
っ
と
人

的
交
流
を
行
っ
て
は
ど
う
か
」
等
の
提
案
や

◆
第
Ⅱ
部　

基
調
講
演

基
調
講
演
で
は
、
㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
の
土
井
尚
人

氏
を
お
招
き
し
、「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
に
期
待

で
き
る
効
果
〜
企
業
間
連
携
・
交
流
の
可
能
性

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
土
井
氏
は
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
に
よ
り
、

顔
が
も
っ
と
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
チ
ー
ム
を

組
み
、
連
携
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ

◆
お
わ
り
に

こ
れ
か
ら
ア
ジ
ア
市
場
に
踏
み
出
す
方
、
更

な
る
商
流
拡
充
を
目
指
す
方
、
ク
ラ
ス
タ
ー
活

動
へ
の
参
画
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
以
下
の
と
お
り
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
金
融
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
に
期
待
し
て
い
る
」、

「
ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
支
援
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
」、「
海

外
の
規
制
を
含
め
仕
向
国
の
事
情
に
つ
い
て

し
っ
か
り
情
報
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」
な
ど
の

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　第Ⅰ部　沖縄国際ハブクラスター推進会議

第Ⅱ部　基調講演　㈱ヒューマンキャピタルマネジメント 
　　　　　　　　　代表取締役社長　土井　尚人氏

Weila代表
金秀商事(株)、(株)沖縄県物産公社
にて、台湾・香港・中国等への輸出
入業務、海外進出・商品開発アドバ
イス、海外市場調査など県内業者の
販売サポートに従事。「沖縄県食肉輸
出促進協議会」ブランド推進員。

(株)地域開発研究所取締役
航路拡充、物流モデル構築等、港湾・
空港運営のアドバイザーとしてコンサル
タント業務に従事。これまで全国各地
の港湾政策や物流効率化に関するプ
ロジェクトの他、沖縄振興関連調査を
数多く手がける。

(株)OKINAWA J-Adviser
技術評価アドバイザー
沖縄県産業振興公社シニアハンズオ
ンマネージャーを経て、現職ほかバイオ・
サイト・キャピタル(株)等複数社に在籍。
北海道沖縄連携事業コーディネーター。
中小企業診断士。

クラスター
マネージャー
与那覇　義隆

コーディネーター
（物流担当）
栃木　晃

コーディネーター
（広域連携担当）
原　一広

◆
沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
国
際
ハ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
事
務
局

（（
一
財
）南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
） 

☎
０
９
８
ー
８
６
６
ー
４
６
６
０

◆
ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
紹
介

リ
ソ
ー
ス
の
融
合
が
実
現
す
る
」
と
し
、
例
と

し
て
「
北
海
道
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
沖
縄
に

補
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
そ
の
逆
も
行
い
た

い
」、「
リ
ソ
ー
ス
の
融
合
す
な
わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
は
、
単
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
企

業
間
で
何
を
守
り
何
を
新
た
に
加
え
る
か
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
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出典：沖縄観光の満足度（平成24年度 観光統計実態調査（沖縄県））

出典：沖縄観光の満足度（平成24年度 観光統計実態調査（沖縄県））

１
．
概　

要

沖
縄
県
で
は
、
観
光
を
県
経
済
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
4
次
に
わ

た
っ
て
観
光
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本

計
画
を
踏
ま
え
、
第
５
次
の
観
光
振
興
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
期
間
は
、

平
成
24
年
〜
33
年
度
で
、
達
成
目
標
と
し
て
、

入
域
観
光
客
数
１
０
０
０
万
人
（
内
国
外
客

２
０
０
万
人
）
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
単
年
度
毎
に
ビ
ジ
ッ
ト
お
き
な
わ
計
画

が
策
定
さ
れ
、
単
年
度
の
数
値
目
標
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
入
域
観
光

客
数
の
目
標
は
、
６
９
０
万
人
で
す
。（
平
成

25
年
度
は
、
過
去
最
高
６
５
８
万
人
を
記
録
）

こ
の
た
め
、
沖
縄
県
で
は
平
成
33
年
度
入

域
観
光
客
数
１
０
０
０
万
人
の
達
成
に
向
け

て
、受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
等
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
観
光
危

機
管
理
の
定
義
を
明
確
に
し
、
対
応
や
復
興

に
向
け
た
「
沖
縄
県
観
光
危
機
管
理
基
本
計

画
（
仮
称
）」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
沖
縄

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
そ

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
新
た
な
提
案
と
実
践

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
の
事
業

毎
の
縦
割
り
の
展
開
が
主
で
し
た
が
、
今

回
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
各
事
業
に
つ
い

て
横
串
を
刺
し
た
形
で
論
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
観
光
振
興
の
目
的
・

目
標
に
対
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
総
合
力
の
発
揮

状
況
が
よ
く
わ
か
る
と
考
え
ま
し
た
。ま
た
、

受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
等
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
工

程
表
は
必
須
で
あ
り
、
今
後
の
観
光
施
設
や

観
光
活
動
等
の
前
提
と
も
な
る
た
め
、
早
期

に
作
成
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

沖
縄
が
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
21
世
紀
の
成
長
モ
デ
ル
と
な
り
、
日
本
経

済
活
性
化
の
牽
引
役
を
目
指
す
中
、
沖
縄
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
て
お
り
、
観
光
客

１
０
０
０
万
人
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

観
光
戦
略
モ
デ
ル
の
提
案
と
見
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

２
．
観
光
振
興
に
貢
献
す
る

　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備

沖
縄
観
光
を
考
え
る
上
で
、
３
年
に
一
度

県
で
行
わ
れ
て
い
る
満
足
度
調
査
が
参
考
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
旅
行
中
に
訪

問
し
た
観
光
地
・
観
光
施
設
で
は
、
海
・
ビ
ー

チ
・
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
に
次
い
で
世
界
遺
産
（
首

里
城
等
）、
海
洋
博
記
念
公
園
（
美
ら
海
水
族

館
等
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
道
の
駅
も
上

位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
（
図
―
１
）。
こ
れ

ら
は
、
公
園
、
海
岸
、
港
湾
事
業
に
よ
る
人

図－１　訪問した観光地・観光施設

図－２　旅行中に行った活動、最も印象に残った活動の満足度
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アラハビーチ

位置図

トロピカルビーチ

西原きらきらビーチ

あざまサンサンビーチ

漢那ビーチ
伊芸ビーチ

屋嘉ビーチ

宇堅ビーチ

吉の浦ビーチ
浜比嘉ビーチ

豊崎美らSUNビーチ※2

波の上ビーチ

●港湾事業
●海岸事業
●海岸・公園事業
●公園事業

名護21世紀の森ビーチ●

サンセットビーチ※2

宇座海岸（ビーチ）

海洋博公園

「エメラルドビーチ」

※2砂浜部分は他事業で整備
※１砂浜部分は県・市の事業で整備

中城湾港泡瀬地区「人工ビーチ」※1

那覇市

新港地区「人工ビーチ」※1

石垣港

トゥリバー地区
「サンセットビーチ」※1 

平良港

【クルーズ船寄港の経済効果】
上海からの旅客船の場合は１寄港当たり約1.4億円の直接的経済効果
 （H24沖総局調査での推計結果）

工
ビ
ー
チ
や
国
営
公
園
、
道
路
事
業
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
深
く
関
連
し
て
お
り
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
貢
献
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
中
に
行
っ
た
活
動
で
は
、
エ
コ

ツ
ア
ー
は
西
表
島
や
北
部
の
ダ
ム
湖
な
ど
と

ま
だ
少
な
い
が
、
満
足
度
は
高
く
、
今
後
伸

び
る
余
地
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
―
２
）。
観
光

客
を
増
や
す
上
で
、
北
部
ダ
ム
に
お
け
る
ダ

ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
伸
ば
し
北
部
振
興
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
観
光
振
興
に
貢
献
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
内
容
及
び
形
態
の
観
点

か
ら
、
戦
略
上
６
つ
の
分
野
に
ま
と
め
ま
し

た
。
①
観
光
資
源
の
整
備
、
②
観
光
地
等
の

地
域
支
援
、
③
交
通
網
の
整
備
、
④
情
報
発

信
の
拡
充
、
⑤
環
境
保
全
・
再
生
、
⑥
防
災
・

危
機
管
理
。
こ
の
６
つ
の
分
野
の
シ
ナ
リ
オ

を
き
ち
ん
と
立
て
、
広
く
共
有
す
る
こ
と
が

今
後
の
展
開
で
重
要
と
考
え
ま
す
。

①　

観
光
資
源
の
整
備

首
里
城
や
海
洋
博
記
念
公
園
、
人
工
ビ
ー

チ
、
ダ
ム
湖
の
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
観
光
対
象

そ
の
も
の
（
観
光
資
源
）
の
整
備
で
す
。
観

光
資
源
は
、
基
本
的
に
観
光
客
の
た
め
に
手

を
入
れ
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。こ
の
た
め
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
重
要
で
あ
り
、
観
光
の
基

本
と
な
り
ま
す
。

国
営
沖
縄
記
念
公
園
で
は
、
現
在

６
５
８
万
人
か
ら
将
来
１
０
０
０
万
人
に
増

加
す
る
際
に
現
状
を
分
析
し
、
将
来
の
来
園

者
数
の
増
加
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
が
課
題
で

す
。
ま
た
、
中
南
部
の
海
岸
で
は
、
公
園
、

海
岸
、
港
湾
事
業
と
地
域
の
事
業
と
の
連
携

で
整
備
さ
れ
た
人
工
ビ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど

で
、イ
ン
フ
ラ
整
備
が
貢
献
し
て
い
ま
す
（
図

―
３
）。

や
ん
ば
る
の
自
然
、
ダ
ム
、
ダ
ム
湖
な
ど

を
活
か
し
た
北
部
ダ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
北

部
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
も
と
に
水
源
地

域
と
中
南
部
地
域
の
連
携
を
進
め
、
旅
行
業

界
な
ど
民
間
と
の
官
民
連
携
を
通
じ
て
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

②　

観
光
地
等
の
地
域
支
援

観
光
地
と
併
せ
市
町
村
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

観
光
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
し
て
大
事
に
し

て
い
く
歴
史
、文
化
、伝
統
、風
景
や
街
並
み
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
対
し
て
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
ら
し
い

ま
ち
や
環
境
づ
く
り
が
観
光
の
幅
を
拡
げ
、

ま
ち
の
魅
力
に
よ
る
観
光
客
を
増
や
す
こ
と

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、
道

の
駅
、
街
路
事
業
、
街
並
み
環
境
整
備
事
業
、

区
画
整
理
事
業
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

事
業
、
電
線
共
同
溝
、
手
づ
く
り
郷
土
賞
、

景
観
行
政
団
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
や

施
策
を
工
夫
し
、
地
域
に
適
し
た
展
開
を
進

め
て
い
ま
す
。

③　

交
通
網
の
整
備

島
の
玄
関
と
な
る
空
港
や
港
湾
か
ら
道

路
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
駐
車
場
に
至
る
ま
で
の

交
通
網
の
整
備
で
す
。

沖
縄
は
島
嶼
県
で
あ
り
、
第
一
に
玄
関
と

な
る
空
港
、
港
湾
の
整
備
が
重
要
で
す
。
玄

関
か
ら
目
的
地
ま
で
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
等
を

除
き
、
自
動
車
交
通
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、

道
路
整
備
及
び
駐
車
場
の
整
備
は
不
可
欠
で

す
。
現
在
、
沖
縄
の
交
通
網
は
、
整
備
途
上

に
あ
り
、
那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
、
増
加
す

る
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
対
応
や
生
活
航
路
の
整

備
、
ハ
シ
ゴ
道
路
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、
那
覇
都
市
圏
の
交
通
混
雑
の
解

消
、
離
島
架
橋
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
な
ど

観
光
の
み
な
ら
ず
沖
縄
振
興
に
必
要
な
整
備

が
目
白
押
し
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

那
覇
空
港
で
は
、
今
年
1
月
に
第
二
滑
走

路
の
建
設
に
着
手
し
、
平
成
32
年
3
月
末
に

供
用
開
始
を
目
指
し
て
工
事
を
本
格
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

沖
縄
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
は
、
近

年
増
加
し
て
お
り
、
平
成
26
年
に
は
過
去
最

高
の
１
６
８
回
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
―

４
）。
今
後
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
増
加
及
び
大
型

化
へ
の
対
応
が
重
要
で
、
那
覇
港
で
は
現
在

改
定
を
検
討
中
の
港
湾
計
画
に
お
い
て
、
バ
ー

ス
の
増
加
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
へ
の
依
存
度
が
極
端
に
高
い
（
約

90
％
）
沖
縄
県
で
は
、
人
口
の
増
加
と
と
も

に
自
動
車
保
有
台
数
も
増
加
し
て
お
り
、
道

図－３　人工ビーチ位置図

図－４　沖縄へのクルーズ船の寄港回数の推移
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消波ブロックに再生したサンゴ表面に凸凹加工を施した消波ブロック

路
の
容
量
不
足
の
た
め
の
交
通
混
雑
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
観
光
客
の

増
加
に
伴
い
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
増
加
が
見
込

ま
れ
（
図
―
５
）、
交
通
混
雑
に
影
響
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
那
覇
市
内
の
平
日
混
雑
時
平
均

旅
行
速
度
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
と
な
っ
て

い
ま
す
。
観
光
を
含
め
た
沖
縄
振
興
に
お
い

て
、
早
期
に
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
り
、
根
幹
的
な
「
ハ
シ
ゴ
道
路
」
や

那
覇
都
市
圏
の
「
2
環
状
7
放
射
道
路
」
な

ど
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
整
備
と
併

せ
て
円
滑
な
交
通
確
保
の
た
め
の
ソ
フ
ト
施

策
や
駐
車
場
の
整
備
が
重
要
で
す
。

④　

情
報
発
信
の
拡
充

第
２
フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
た
道
の
駅
な
ど
イ

ン
フ
ラ
の
拠
点
の
活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
情
報
誌
な

ど
に
よ
る
情
報
発
信
の
拡
充
が
重
要
で
す
。

現
在
、
標
識
や
情
報
板
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ラ
ジ

オ
や
無
線
な
ど
の
電
波
、
道
の
駅
な
ど
で
の

交
流
、
広
報
誌
な
ど
の
広
報
活
動
な
ど
様
々

な
方
法
で
情
報
発
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
社
会
の
要
請
や
技
術
の
進
歩
な
ど

に
応
じ
て
情
報
及
び
発
信
方
法
の
拡
充
を
図

り
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
効
率
的
、
効
果
的
な

活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

道
の
駅
で
は
、
地
域
の
活
動
拠
点
の
み
な

ら
ず
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
、
震
災
時
の
防
災
拠
点
化
や
Ｅ
Ｖ
充
電

器
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
外
国
人
旅
行
者
へ
の
案

内
な
ど
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
社
会

の
要
請
を
踏
ま
え
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

今
後
は
、
道
の
駅
の
み
な
ら
ず
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
連
携
な
ど
広
く
拠
点
を
活
か
し
た

情
報
発
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

⑤　

環
境
保
全
・
再
生

海
の
事
業
で
は
、
珊
瑚
等
の
保
全
・
再
生
、

陸
の
事
業
で
は
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
の
営
巣
の
確

保
、
マ
ン
グ
ー
ス
の
侵
入
防
除
な
ど
環
境
改
変

の
み
な
ら
ず
亜
熱
帯
性
気
候
の
も
と
豊
か
な
環

境
の
保
全
、再
生
を
行
う
も
の
で
す
（
図
―
６
）。

豊
か
な
自
然
環
境
は
沖
縄
の
宝
で
あ
り
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
環
境
は
配
慮
事
項

で
は
な
く
、
積
極
的
に
保
全
・
再
生
に
取
り

組
む
対
象
で
す
。
今
後
と
も
環
境
保
全
技
術

の
開
発
、
蓄
積
を
図
り
、
他
地
域
へ
の
活
用

の
限
ら
れ
た
資
源
の
み
で
災
害
対
応
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
適
切
な
初
動
対
応
を
迅

速
に
取
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

沖
縄
防
災
連
絡
会
（
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
等
に
関
す
る
33
機
関
で
構
成
）
に
お

い
て
平
成
26
年
7
月
、
9
つ
の
部
会
に
お
い

て
初
動
対
応
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
中
間

と
り
ま
と
め
を
行
い
、
概
要
を
公
表
し
ま
し

た
。
今
後
、
年
度
末
ま
で
に
中
間
と
り
ま
と

め
の
詳
細
な
報
告
書
を
作
成
し
、
公
表
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
各
市
町
村

と
「
災
害
時
の
情
報
交
換
及
び
応
援
に
関
す

る
協
定
（
リ
エ
ゾ
ン
協
定
）」
の
締
結
を
進
め

て
い
ま
す
。

３
．「
事
業
の
見
え
る
化
」か
ら

　

「
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
え
る
化
」へ

観
光
政
策
や
観
光
活
動
等
に
資
す
る
、
ま

た
こ
れ
ら
と
連
携
・
協
同
を
可
能
に
す
る
イ
ン

フ
ラ
情
報
の
提
供
と
し
て
、「
事
業
及
び
事
業

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
え
る
化
」を
活
用
し
ま
す
。

「
事
業
の
見
え
る
化
」（
わ
か
り
や
す
く
示

す
、
見
通
し
を
示
す
、
情
報
を
共
有
す
る
）

の
た
め
、
道
路
、
ダ
ム
、
港
湾
、
空
港
、
公
園
、

営
繕
、
防
災
、
そ
の
他
の
８
分
野
の
全
事
業

に
つ
い
て
事
業
計
画
・
工
程
表
を
作
成
し
公

表
し
て
き
ま
し
た
。
事
業
計
画
は
、
事
業
内

容
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
工
程
表
は
、

バ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
目
標
、
進
捗
状
況
、

も
考
え
て
い
ま
す
。

⑥　

防
災
・
危
機
管
理

地
域
に
慣
れ
て
い
な
い
観
光
客
の
増
加
に

よ
り
、
災
害
や
事
故
等
に
対
す
る
危
機
管
理

は
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
災
時
に

情
報
提
供
か
ら
避
難
、
誘
導
、
様
々
な
緊
急

措
置
な
ど
の
危
機
管
理
を
少
し
で
も
効
果
的

に
行
う
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
防
災
対
策
に

力
を
入
れ
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
対
応
を
構
築

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
島
嶼

県
で
あ
る
沖
縄
で
は
、
発
災
直
後
は
、
島
内

（データ：H24沖縄県運輸要覧）

図－５　県外観光入込客数とレンタカー保有台数の推移

図－６　那覇港におけるサンゴの加入・着生を促進
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３．工程表 ４．事業評価

１．事業計画 ２．進捗状況写真

クリックすると各
情報が見られる

工 程 表

進捗状況写真

事業評価

事業計画（印刷用）

事業概要

南部国道事務所ホームページ

見
通
し
等
を
記
載
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
年
度
毎
に
達
成
状
況
等
を
確
認
し
て
、
新

た
に
目
標
を
設
定
し
ロ
ー
リ
ン
グ
し
ま
す
。

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）

さ
ら
に
「
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
え
る

化
」を
行
っ
た
。
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

事
業
者
が
常
々
事
業
計
画
・
工
程
表
等
に
よ

り
行
っ
て
い
る
進
捗
管
理
と
、
第
三
者
（
事

業
評
価
監
視
委
員
会
）
に
よ
り
新
規
事
業
着

手
、
事
業
中
の
社
会
状
況
等
の
変
化
、
事
業

終
了
後
に
対
し
て
事
業
の
妥
当
性
を
検
証
し

て
も
ら
う
事
業
評
価
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。「
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
え
る
化
」

と
し
て
は
、
公
表
し
て
き
た
事
業
計
画
・
工

程
表
に
、
事
業
評
価
内
容
や
進
捗
管
理
の
充

実
に
つ
な
が
る
現
場
の
状
況
写
真
（
時
系
列
）

等
を
加
え
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
事
業
の
プ
ロ

セ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
う
ち
な
〜
イ

ン
フ
ラ
情
報
館
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
開
設
し
ま
し
た
（
図
―
７
）。

　４
．
ま
と
め

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
６

つ
の
分
野
か
ら
見
る
こ
と
で
如
何
に
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
観
光
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
お

わ
か
り
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

沖
縄
に
お
け
る
観
光
客
１
０
０
０
万
人
時

代
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
観
光
施
設
や
観
光

産
業
等
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
だ
け
で
な

く
、
６
５
８
万
人
か
ら
約
5
割
増
加
す
る
観

光
客
を
き
ち
ん
と
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
観
光
客
の

増
加
及
び
そ
れ
に
付
随
し
て
生
じ
る
事
象
（
例

え
ば
レ
ン
タ
カ
ー
の
増
加
）
に
よ
り
社
会
が
悪

影
響
を
受
け
る
よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず
県
民
に
と
っ
て
安

心
・
安
全
、
便
利
で
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
観
光
施
設
や
交
通
施
設
の
整

備
だ
け
で
は
な
く
、
６
つ
の
分
野
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ま

た
、
６
つ
の
分
野
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ

て
観
光
の
み
な
ら
ず
社
会
資
本
の
水
準
を
向

上
し
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
の

実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
へ
の
貢
献
能
力
を

示
す
観
光
力
は
、
観
光
地
や
観
光
活
動
の
魅

力
、観
光
産
業
の
力
な
ど
が
重
視
さ
れ
る
が
、

観
光
地
の
形
成
、地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
、

円
滑
な
人
・
物
の
移
動
、
快
適
か
つ
活
力
の

あ
る
地
域
づ
く
り
、
情
報
発
信
の
充
実
等
イ

ン
フ
ラ
の
能
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
極
め
て

重
要
な
要
素
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
能
力
を
加
え

た
真
の
観
光
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
６
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
事
業

計
画
・
工
程
表
等
に
よ
る
見
通
し
を
含
む
シ

ナ
リ
オ
等
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
、
観
光

客
の
観
点
か
ら
イ
ン
フ
ラ
の
検
証
を
行
う
な

ど
広
く
意
見
交
換
や
事
業
調
整
を
行
い
な
が

ら
、
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※参考文献　しまたてぃ　No.70  P6 ～ P9　沖縄観光客1000万人時代のインフラ整備　尾澤卓思
図－７　うちな～インフラ情報館
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資料：沖縄の森林・林業 

図－１ 県内のきのこ生産量の推移
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＊『なかゆくい』とは、沖縄の方言で「ひと休み」という意味です。

シ
イ
タ
ケ
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ

な
ど
、
普
段
目
に
す
る
き
の
こ
の
多
く
は

「
腐ふ

生せ
い

菌き
ん

」
と
呼
ば
れ
る
菌
類
の
仲
間
で
、
木

の
葉
や
幹
か
ら
栄
養
を
得
て
生
長
し
て
い
ま

す
。腐

生
菌
は
、
人
工
栽
培
が
可
能
で
、
日
本

で
は
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
年
間
（
17
世
紀

中
頃
）
に
は
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
が
始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
は
、
栽
培
と

い
っ
て
も
伐
採
し
た
広
葉
樹
の
丸
太
に
ナ
タ

で
切
れ
目
を
い
れ
て
山
に
置
き
、
シ
イ
タ
ケ

が
自
然
発
生
す
る
の
を
待
つ
と
い
っ
た
も
の

で
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
に
入
り
、
き
の
こ
の
菌
糸

を
純
粋
培
養
し
、
こ
れ
を
種し

ゅ

菌き
ん

と
し
て
原げ

ん

木ぼ
く

に
植
え
付
け
る
原
木
栽
培
が
開
発
さ
れ
ま
し

沖
縄
で
生
産
さ
れ
る
き
の
こ
に
は
、
シ
イ

タ
ケ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
エ
リ

ン
ギ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
に
お
け
る
き
の
こ
の
栽
培
は
、
復
帰

後
は
、
主
に
、
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
と
ク

ロ
ア
ワ
ビ
タ
ケ
の
菌
床
栽
培
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
シ
イ
タ
ケ
は
、
寒
暖
差
が
小
さ

い
こ
と
や
、原
木
調
達
が
次
第
に
困
難
と
な
っ

特別展示のお知らせ
「沖縄のきのこ・林産物展」

沖縄産のきのこや木工品の展示を予定。
日時：平成26年11月5日（水）～7日（金）

午前9時～午後5時
（ただし７日は午後１時まで）

場所：沖縄総合事務局１階　消費者の部屋
（那覇市おもろまち２丁目１－１）

き
の
こ
は
、
古
く
よ
り
「
森
の
恵
み
」、「
秋
の
味
覚
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
栽
培
技
術
の
進
展
・
普
及
に
伴
い
、
年

中
い
つ
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
食
材
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
な
か
ゆ
く
い
は
、
県
内
で
生
産
量
が
増
え
て
い
る
沖
縄
産
の

「
き
の
こ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

菌床栽培で生産されたエリンギ（今帰仁村）菌床栽培で生産されたエリンギ（今帰仁村）

　

沖
縄
で
生
産
さ
れ
る

　

沖
縄
で
生
産
さ
れ
る

　

主
な
き
の
こ

　

主
な
き
の
こ

　

き
の
こ
栽
培
の
歴
史

　

き
の
こ
栽
培
の
歴
史

な
か
ゆ
くいな

か
ゆ
くい

美
味
し
い
沖
縄

沖
縄
食
材

沖
縄
食
材
をを
食食
べべ
尽尽
く
す
く
す
!!

　
　
　
　

沖
縄
産
「
き
の
こ
」

沖
縄
産
「
き
の
こ
」

農林水産部

た
。戦

後
、
温
度
や
湿
度
を
管
理
し
た
施
設
内

で
き
の
こ
を
育
て
る
菌
床
栽
培
が
主
流
と
な

り
ま
し
た
。

た
こ
と
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
タ
ケ
は
、
種
菌
の
劣

化
に
よ
る
生
産
性
の
低
下
な
ど
に
よ
り
生
産

量
が
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
沖
縄
の
気
候
に
適
し
た
種
菌
の

研
究
や
沖
縄
で
も
生
産
で
き
る
栽
培
技
術
の

導
入
を
進
め
た
こ
と
で
、
菌
床
栽
培
へ
移
行

し
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
、今
帰
仁
村
で
エ
ノ
キ
タ
ケ
、

平
成
19
年
に
、
金
武
町
や
国
頭
村
で
ブ
ナ
シ

メ
ジ
の
工
場
生
産
が
始
ま
り
、
生
産
量
は
大

き
く
伸
び
ま
し
た
。
最
近
で
は
、エ
リ
ン
ギ
、

キ
ク
ラ
ゲ
、
シ
イ
タ
ケ
及
び
ク
ロ
ア
ワ
ビ
タ

ケ
の
工
場
等
で
の
菌
床
栽
培
が
行
わ
れ
て
お

り
、
更
な
る
生
産
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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きのこには、
①ビタミンDを多く含み、骨粗鬆症の予防効果が期待
②低カロリーでビタミンやミネラルが豊富なことから健
康的なダイエット効果が期待
③食物繊維が豊富なことから便秘の予防に効果
　などの効用があります。
このようなことから、栄養過多や肥満や、成人病に陥
りやすい現代人にとって、きのこは、まさに理想的な
健康食品と言えるでしょう。（資料：林野庁ホームページ）

主な沖縄産きのこ

きのこはヘルシー食材!
コ ラ ム

エリンギ ブナシメジ エノキタケ

クロアワビタケ

シイタケ

キクラゲ

資料提供：沖縄県きのこ生産振興会

ほ
っ
し
ー
く
ん

う
ま
み
ち
ゃ
ん

【シイタケと海老のアヒージョ】

【キクラゲとにんにくの芽のオイスターソース炒め】

作り方
１　シイタケは４分の１か６分の１の大きさに
切り、海老は背わたを取って片栗粉をま
ぶせておく。

２　鍋にオリーブオイルを入れ、つぶしたにん
にくと細かく刻んだアンチョビを入れて
低温であたためる。

３　にんにくの香りがたってきたら、海老を入
れて、色が赤くなってきたら、シイタケ、
ブラックオリーブを入れる。

４　シイタケが柔らかくなったら、ローズマ
リーを入れて、塩・こしょうで味を調える。

作り方
１　豚肉、キクラゲは食べやすい大きさ
に、にんにくの芽は3cmに、タマネギ
はくし切りにする。

２　少量の油で豚肉、タマネギを炒め、し
んなりしたらキクラゲとにんにくの芽
を加えて炒める。

３　オイスターソースを回しかけ、十分に
からませて、塩･こしょうで味を調える。

材　料（2人分）
・シイタケ（肉厚もの） 3葉
・海老 8尾
・ブラックオリーブ 10粒
・にんにく 2片
・オリーブオイル １カップ
・アンチョビフィレ 適宜
・塩・こしょう 適宜
・ローズマリー 適宜

材　料（2人分）
・豚バラ肉 100g
・生キクラゲ 1パック（約100g）
・にんにくの芽 1束
・タマネギ 1玉
・オイスターソース 小さじ2杯
・塩・こしょう 適宜
・油 適宜

今日はおしゃれにスペイン料理♪

お手軽ヘルシー、ま～さむん♥
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【総括判断】
前回との比較 総括判断の要点

総括判断

今回（26年10月判断）前回（26年7月判断）

（不変）

【各項目の判断】

企業の景況感 現状判断は「上昇」と「下降」の
均衡

個人消費

現状判断は「上昇」超

項　目

項　目

前回（26年7月判断） 今回（26年10月判断）

観　　光 回復している 回復している

緩やかに回復している

雇用情勢 持ち直している 緩やかに改善しつつある

住宅建設 前年を上回っている 前年を下回っている

設備投資 前年度を下回る見通し 前年度を下回る見通し

公共事業 前年を上回っている 前年を上回っている

生産活動 緩やかな持ち直しの動きに
足踏みがみられる

緩やかな持ち直しの動きに
足踏みがみられる

企業収益 増益見通し 増益見通し

【主要項目の動向】

個人消費
　大型小売店販売額については、飲食料品が堅調のほか、新規出店効果等により前年を上回っ
ている。
　コンビニエンスストア販売額については、新規出店効果のほか、ファストフードが好調であるこ
とから前年を上回っている。
　新車販売台数については、前年を下回っているものの、新型車効果などから持ち直しの動きが
みられている。中古車販売台数については、販売促進効果から前年を上回っている。
　家電販売額につ
いては、前年を下
回っているものの、
エアコンや白物家電
などで持ち直しの
動きが続いている。
　このように、個人
消費は緩やかに回
復している。

消費税率引上げに
伴う駆け込み需要
の反動がみられる
ものの、回復して
いる

足下では、台風による影響
を懸念する声が聞かれるも
のの、個人消費は引き続き
緩やかに回復しており、外
国客の大幅な増加などから
観光は好調に推移している

【先行き】
沖縄振興策などを背景として景気が回復しているなかで、海外景気の下振れリスク、原材料価
格や賃金の動向などについて、引き続き注視していく必要がある。

消費税率引上げに伴う駆け込み需
要の反動がみられるものの、緩や
かに回復している

前回との比較

（注）26年10月判断は、前回7月判断以降、10月に入ってからの足下の状況までを含めた期間で判断している。

回復している

[ 緩やかに回復している]

（資料）大型小売店販売額：経済産業省、沖縄総合事務局　　　新車登録台数：沖縄県自動車販売協会　

○大型小売店販売額、新車登録台数（前年比）
大型小売店販売額 新車登録台数

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

24．
10-12

25．
1-3 4-6 7-9 10-12

26.
1-3 4-6 7-9

25/10 11 12 26/1 2 3 4 5 6 7 8 9

（％）

財　務　部

1
管
内
経
済
情
勢
報
告 

（
平
成
26
年
10
月
）

〜
管
内
経
済
は
、
回
復
し
て
い
る
〜
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【その他の項目の動向】

雇用情勢 [ 緩やかに改善しつつある ]

[ 回復している ]観　　光

　入域観光客数は、国内客が個人
旅行を中心とした好調な旅行需要に
よって増加しており、外国客がチャー
ター便運航を含めた航空路線の拡充
などにより大幅に増加していることか
ら、１１ヶ月連続で単月の過去最高
を記録している。
　ホテルの客室稼働率、客室単価は
ともに前年を上回っている。
　このように、観光は回復している。

　新規求人数は、卸売業・小売業、医療・福祉など多くの業種で前年を上回っており、新規求職者数は前年を下回って
いることなどから、有効求人倍率（季節調整値）は上昇している。
　このように、雇用情勢は緩やかに改善しつつある。

公共事業

住宅建設

設備投資

企業収益

企業の景況感

生産活動

新設住宅着工戸数は、貸家で前年を上回っているものの、持家、分譲で前年を下回っていることから、全体
では前年を下回っている。

法人企業景気予測調査（２６年７～９月期）でみると、全産業では、「上昇」と「下降」の均衡から「上昇」超となっ
ている。
業種別にみると、製造業では、「下降」とする企業が減少していることなどから「上昇」超となっている。非製造
業では、卸売・小売、サービスで「下降」とする企業が減少していることなどから「上昇」超となっている。

法人企業景気予測調査（２６年７～９月期）でみると、２６年度上期は、全産業で１．５％の増益見込みとなっ
ている。
２６年度下期は、全産業で１２．７％の増益見通しとなっている。
２６年度通期は、全産業で６．５％の増益見通しとなっている。

食料品は、食肉加工品などが前年を下回っており、全体でも前年を下回っている。窯業・土石では、好調
な公共工事を背景としてセメントの出荷が引き続き前年を上回っており、化学・石油製品も前年を上回ってい
るものの、金属製品は前年を下回っている。
このように、生産活動は緩やかな持ち直しの動きに足踏みがみられる。

公共工事前払金保証請負額（２６年４～９月累計）は、前年を上回っている。

法人企業景気予測調査（２６年７～９月期）でみると、全産業では前年度を３．８％下回る見通し（除く、石油・
石炭、電気・ガス・水道では８．７％下回る見通し）となっている。

○入域観光客数

（資料）沖縄県

○有効求人倍率及び完全失業率 ○新規求人数（前年比）

（資料）沖縄労働局（資料）有効求人倍率：沖縄労働局、完全失業率：沖縄県　（注）完全失業率の四半期は原数値。

（千人） 23年 24年 25年 26年 対前年同月比 （%）
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経済産業部

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
悩
み
に
応
え
ま
す
！

〜
沖
縄
の
事
業
者
を
も
っ
と
元
気
に
！
地
域
密
着
の
３
つ
の
相
談
窓
口
〜

2
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
事

業
者
は
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
、
事
業

承
継
、
経
営
悪
化
な
ど
様
々
な
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
業
者

の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
経
済

産
業
部
が
設
置
し
て
い
る
専
門
の
相
談

窓
口
３
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

【
沖
縄
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
】

経
営
が
悪
化
し
て
い
る
中
小
企
業
の
再
生

を
図
る
た
め
、
平
成
15
年
か
ら
那
覇
商
工
会

議
所
に
「
沖
縄
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議

会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。同
協
議
会
に
は
、

金
融
機
関
経
験
者
・
中
小
企
業
診
断
士
等
の

経
験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
経

営
（
特
に
財
務
上
）
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

事
業
者
の
事
業
面
や
財
務
面
の
改
善
を
図
る

た
め
、
個
々
の
企
業
に
あ
っ
た
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
事
業
者
か
ら
の
資
金
繰
り
等
の
相
談
に

対
し
、
解
決
に
向
け
た
助
言
や
支
援
施
策
・

支
援
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
同
協
議
会

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
関
係
金
融
機

関
と
の
調
整
を
含
め
た
再
生
計
画
策
定
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
末
ま
で
、
累
計
８
３
３
件
の
相
談

に
応
じ
、
１
０
４
件
の
計
画
策
定
を
支
援
・

フ
ォ
ロ
ー
し
、
５
１
８
３
名
の
継
続
雇
用
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
金
融
支

【
沖
縄
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
】

近
年
、
中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
に

よ
り
経
営
者
不
在
に
よ
る
事
業
承
継
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
後
継
者
不
在
に
よ

る
廃
業
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
中
小
企
業
の
事

業
引
継
に
係
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今

年
４
月
、「
沖
縄
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
那
覇
商
工
会
議
所
内
に
設
置
し
ま

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
業
引
継
ぎ
に
係
る

知
識
と
経
験
を
有
す
る
専
門
家
が
常
駐
し
て

お
り
、金
融
機
関
・
商
工
団
体
等
と
連
携
し
、

課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
、
第
三
者
へ
の
事

援
（
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
そ
の
延
長
、

新
規
融
資
な
ど
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
際
、

経
営
改
善
計
画
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者
の
多
く
は
自
力
で

経
営
改
善
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
者
が
、
中
小
企
業
経

営
力
強
化
法
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
経
営
革

新
等
支
援
機
関
に
計
画
策
定
を
依
頼
し
た
場

沖
縄
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

☎
０
９
８
ー
８
６
８
ー
３
７
６
０

沖
縄
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
ー
８
６
７
ー
６
７
６
０

（
那
覇
商
工
会
議
所
内
）

合
、
計
画
書
策
定
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る

「
沖
縄
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
も
同

協
議
会
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
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よろず支援拠点の支援体制のイメージ

後継者探し？ その手順は？

例えばこんなご相談に・・・
Ｑ　事業を後継者に継がせることになったが、どのような
　　手続きをしていけばいいのか？
Ｑ　後継者がいない。。。今後会社は存続していけるのだろうか？
Ｑ　自社を他の企業に譲渡したいが、どのようにすすめて
　　いけばよいか？
Ｑ　他の企業を買したいが、どのように進めていけばよいか？
Ｑ　当事者同士で会社の売買について合意したが、進め方
　　や手続きはどうしたらよいか？
Ｑ　こんな零細企業や個人事業
　　でも相談してもらえるか？

【
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
】

今
年
４
月
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
抱
え
る
様
々
な
経
営
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る「
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

ご
紹
介
し
た
各
種
相
談
窓
口
は
、
相
談
内

容
等
に
つ
い
て
秘
密
厳
守
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
財
務
面
、
事
業
承
継
な
ど
、
経
営
に
悩

み
を
抱
え
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
各

窓
口
に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

沖
縄
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
ー
９
４
１
ー
１
６
９
０

（
那
覇
商
工
会
議
所
内
）

沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
０
９
８
ー
８
５
９
ー
６
２
３
７

（
沖
縄
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

業
承
継
（
Ｍ
＆
Ａ
）
等
の
具
体
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
民
間
機
関
で
は
取
り
組
め

な
い
よ
う
な
小
規
模
な
案
件
の
相
談
や
、
Ｍ

＆
Ａ
を
実
行
す
る
際
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
に
も
対
応
し
て
お
り
、
円
滑
な
事
業
引
継

ぎ
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る
相
談
だ
け
で
は

な
く
、
事
業
承
継
全
般
と
し
て
、
親
族
や
従

業
員
へ
の
承
継
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

を
、（
公
財
）
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
内
に

設
置
し
ま
し
た
。

同
支
援
拠
点
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
支
援
に
優
れ
た
能
力
・
知
識
・
経
験

等
を
有
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
ア
シ

ス
タ
ン
ト
が
常
駐
し
て
お
り
、

①
解
決
が
困
難
な
経
営
相
談
の
対
応
⬇
総
合

的
・
先
進
的
経
営
ア
ド
バ
イ
ス

②
事
業
者
の
課
題
に
応
じ
て
、
複
数
の
支
援

機
関
・
専
門
家
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
支
援

⬇
チ
ー
ム
の
編
成
を
通
じ
た
支
援

③
地
域
の
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
、
経
営
課
題
に
応
じ
て
的
確

な
支
援
機
関
等
を
紹
介
⬇
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
売
上
拡
大
、
経
営
改
善

な
ど
、
経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
に
対
し
、

き
め
細
や
か
な
相
談
対
応
と
と
も
に
、
一
緒

に
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
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工 程 表

進捗状況写真

事業評価

事業計画（印刷用）

事業概要 ※

南部国道事務所ホームページ

（事業評価監視委員会等の資料）

写真で見る進捗状況（時系列）。随時（月毎等）更新。

※事業概要については、当該事業のパンフレット等

【うちな～インフラ情報館】

（例：一般国道331号豊見城道路）

ワンストップで事業情報を掲載

クリックすると各
情報が見られる

２．工程表

３．進捗状況写真

４．事業評価

１．個別事業の事業情報

開発建設部

3
う
ち
な
〜
イ
ン
フ
ラ
情
報
館
の
開
設

〜
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
事
業
内
容
や
事
業
プ
ロ
セ
ス
の
見
え
る
化
〜

事
業
計
画
・
工
程
表
、現
場
の
状
況
写
真
、事
業
評
価
な
ど
の
情
報
を「
う
ち
な
〜
イ
ン
フ
ラ
情
報
館
」に
掲
載
。

公
表
し
て
き
た
事
業
計
画
・
工
程
表
に
、

事
業
評
価
内
容
や
進
捗
管
理
の
充
実
に
つ

な
が
る
現
場
の
状
況
写
真
（
時
系
列
）
等

を
加
え
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
事
業
の
プ
ロ

セ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
う
ち
な
〜

イ
ン
フ
ラ
情
報
館
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
開
設
し
ま
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
る
公
共
事
業
で
は
、
中
長

期
的
観
点
か
ら
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
を

踏
ま
え
、
事
業
の
必
要
性
、
効
率
性
、
効
果

等
に
関
し
て
、
第
三
者
（
事
業
評
価
監
視
委

員
会
）
に
妥
当
性
の
評
価
を
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
事

業
者
は
常
々
現
場
に
お
け
る
状
況
等
の
変
化

に
応
じ
た
事
業
の
推
進
に
努
め
て
お
り
、
進

捗
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
で
は
、
こ

の
よ
う
に
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に

適
切
に
対
応
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
姿
を
見
え
る
化
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
事
業
者
が
常
々
事
業
計
画
・
工

程
表
等
に
よ
り
行
っ
て
い
る
進
捗
管
理
と
、

第
三
者
に
よ
り
新
規
事
業
着
手
、
事
業
中
の

社
会
状
況
等
の
変
化
、
事
業
終
了
後
に
対
し

て
事
業
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
も
ら
う
事
業

評
価
と
を
組
み
合
わ
せ
て
示
し
、
事
業
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
見
え
る
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
第
一
段
階
と
し
て
、「
事
業
の
見

え
る
化
（
わ
か
り
や
す
く
示
す
、
見
通
し
を
示

す
、
情
報
を
共
有
す
る
）」
の
た
め
、
道
路
、

ダ
ム
、港
湾
、空
港
、公
園
、営
繕
、防
災
対
策
、

そ
の
他
の
８
つ
の
分
野
の
全
事
業
に
つ
い
て
事

業
計
画
・
工
程
表
を
作
成
し
公
表
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
は
、
事
業
内
容
等
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
工
程
表
は
、
バ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

用
い
目
標
、
進
捗
状
況
、
見
通
し
等
を
記
載

す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
年
度
毎
に
達
成
状
況
等
を
確
認

し
て
、
新
た
に
目
標
を
設
定
し
ロ
ー
リ
ン
グ

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
し
ま
す
。

今
回
、
第
二
段
階
と
し
て
、「
事
業
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
見
え
る
化
」
を
行
い
ま
し
た
。

「
う
ち
な
〜
イ
ン
フ
ラ
情
報
館
」
は
、
関
係

機
関
等
と
情
報
の
共
有
化
や
連
携
を
可
能
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
活

用
に
よ
り
、
観
光
施
策
や
活
動
等
に
資
す
る
、

ま
た
、
連
携
・
協
同
を
可
能
に
す
る
イ
ン
フ

ラ
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
事
業
計
画
・
工
程
表
や
現
場
の
状

況
写
真
な
ど
事
業
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
を

将
来
的
に
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ー
カ
イ

ブ
に
も
資
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

詳
細
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務

局
開
発
建
設
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.dc.ogb.go.jp/kaiken/011438.

htm
l

）に
て
確
認
し
て
下
さ
い
。
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運　輸　部

4
新
船「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
」が
就
航

〜
与
那
国
島
か
ら
石
垣
港
航
路
に
快
適
な
船
旅
を
提
供
〜

日
本
の
最
西
端
に
位
置
す
る
島
・
与
那
国

島
は
、
世
界
最
大
級
の
蛾
・
ヨ
ナ
グ
ニ
サ
ン

の
生
息
地
で
あ
る
こ
と
や
、
日
本
在
来
馬
の

与
那
国
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
年
祭
等
の
伝
統
行

事
が
数
多
く
残
る
地
域
で
も
あ
り
、
地
理
的

に
も
文
化
的
に
も
特
色
あ
ふ
れ
る
島
で
す
。

与
那
国
島
の
方
言
名
「
ど
な
ん
」
は
「
渡
難
」

す
な
わ
ち
「
渡
航
が
難
し
い
島
」
に
由
来
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

与
那
国
島
へ
は
、
合
資
会
社
福

山
海
運
が
運
航
す
る
フ
ェ
リ
ー

が
与
那
国
島
〜
石
垣
港
間
を
週

２
回
往
復
運
航
し
て
い
ま
す
。
与

那
国
島
ま
で
の
航
路
は
波
が
荒

い
こ
と
で
知
ら
れ
、
夏
季
に
は
台

風
に
よ
り
、
冬
季
に
は
北
か
ら
の

強
い
風
に
よ
り
欠
航
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

欠
航
が
続
く
と
生
活
物
資
の

不
足
に
よ
り
島
民
生
活
に
も
影

響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
島
民
は
年

間
を
通
じ
て
フ
ェ
リ
ー
の
安
定

運
航
確
保
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
与
那
国
島
と
石

垣
港
を
結
ぶ
航
路
に
、
昭
和
63
年

か
ら
25
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
就
航
し

て
き
ま
し
た
旧
船「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
」（
全

長
67
・
５
m
、
総
ト
ン
数
４
９
８
ト
ン
・
旅

客
定
員
１
０
０
名
）
に
代
わ
り
、
平
成
26
年

７
月
18
日
か
ら
新
船
「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
」

が
就
航
し
ま
し
た
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
」
は
全
長
76

ｍ
、
総
ト
ン
数
７
５
３
ト
ン
、
最
大
旅
客
定

員
１
２
０
名
と
旧
船
よ
り
一
回
り
大
型
化
さ

れ
、
横
揺
れ
を
軽
減
す
る
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ

イ
ザ
ー
の
装
備
に
よ
り
波
浪
に
強
く
安
定
性

に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
快
適
か
つ
安
心
・
安

全
な
航
海
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

船
内
に
は
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
設
備
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
、
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
に
も
配
慮

し
た
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
広
い
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
も
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
新
船
「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
」
の
就

航
式
典
が
７
月
18
日（
金
）に
行
わ
れ
、
多
く

の
島
民
の
皆
さ
ん
が
与
那
国
島
西
部
に
あ
る

久
部
良
港
に
駆
け
つ
け
、
久
部
良
小
学
校
児

童
に
よ
る
鼓
笛
隊
や
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る

獅
子
舞
な
ど
で
賑
や
か
に
新
船
の
就
航
を
祝

い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
26
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た

「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
就
航
記
念
祝
賀
会
」
で

就航式典の様子

新船「フェリーよなくに」

は
県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
与
那
国
島

に
集
ま
り
、
島
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
船

の
就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
よ
な
く
に
」
の
就
航
に

よ
っ
て
与
那
国
島
へ
の
海
上
輸
送
が
よ
り
一

層
充
実
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
安
定

的
な
物
資
運
搬
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
の
促
進
や
与
那
国
町
の
更
な
る
観

光
振
興
な
ど
多
く
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
地
域
の
公
共
交

通
を
確
保
・
維
持
す
る
た
め
、
沖
縄
県
や

関
係
自
治
体
と
と
も
に
離
島
航
路
の
運
営

費
等
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
般
、
そ
の
離
島
航
路
の
一
つ
で
あ
る

与
那
国
島
と
石
垣
島
の
石
垣
港
を
結
ぶ
航

路
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
最
新

鋭
の
設
備
の
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
ま
し
た
。
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総務部･経済産業部

5
製
造
関
連
企
業
に
よ
る「
沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
２
０
１
４
」を
実
施

〜
沖
縄
へ
の
投
資
促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振
興
等
を
目
指
し
て
〜

内
閣
府
は
、
９
月
４
日（
木
）〜
９
月
５

日（
金
）、
県
外
の
製
造
関
連
企
業
の
幹
部

等
の
方
々
に
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
沖
縄

力
）や
独
自
の
特
区
・
地
域
制
度
等
の
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
を
見
て
い
た
だ
く
、「
沖
縄
力
発

見
ツ
ア
ー
２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、製
造
関
連
企
業
、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
等
の
視
察
を

行
う
と
と
も
に
、
実
際
に
沖
縄
に
進
出
し

て
い
る
県
外
の
製
造
関
連
企
業
等
と
の
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

那覇空港貨物ターミナルビル（ＡＮＡ）の視察

ワーキング・ディナーにおける意見交換

県内製造関連企業との意見交換

【
視　

察
】

翌
日（
５
日
）は
、
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク

内
に
所
在
す
る
企
業（
Ｎ
Ｔ
Ｉ
株
式
会
社
、
沖

縄
県
金
型
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
沖
縄
科
学

技
術
大
学
院
大
学
、
那
覇
空
港
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル（
Ａ
Ｎ
Ａ
）を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
ま

し
た
。

【
県
内
製
造
関
連
企
業
と
の
意
見
交
換
】

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
県
内

の
製
造
関
連
企
業
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

県
外
か
ら
沖
縄
に
進
出
し
た
製
造
関
連
企

業
か
ら
は
、
進
出
し
て
き
た
理
由
と
し
て
「
電

力
供
給
、
物
流
環
境
の
充
実
、
人
材
の
豊
富

さ（
特
に
若
年
層
）」
が
あ
げ
ら
れ
る
一
方
、

県
外
の
製
造
関
連
企
業
か
ら
は
、「
台
風
に
よ

る
影
響
」
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

【
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
の
声
】

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、

○
地
理
的
な
利
点
や
税
制
優
遇
以
外
に
、
沖

縄
立
地
の
メ
リ
ッ
ト
を
何
か
し
ら
打
ち
出

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
物
流
拠
点
と
し
て
、
空
港
・
港
湾
の
戦
略

的
利
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

○
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
は
、
教
授
・

学
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
や
研
究
設
備
等
も

素
晴
ら
し
い
。
多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
誕

生
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

内
閣
府
で
は
、
今
回
の
沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー

で
頂
い
た
様
々
な
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
お

声
を
今
後
の
取
組
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
】

沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
の
初
日（
４
日
）は
、

県
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
24
社
の
代
表
者
等
の

方
々
と
、
阪
本
内
閣
府
審
議
官
、
川
上
沖
縄

県
副
知
事
、
県
内
経
済
界
関
係
者
等
の
方
々

と
の
間
で
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、「
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と

し
て
発
展
す
る
沖
縄
」
に
つ
い
て
概
況
説
明

の
後
、
参
加
者
間
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
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財　務　部

財　務　部

財　務　部

講演会「我が国の
　　　　財政について」

細溝金融庁長官による説明会

「犯罪の起きにくい
社会づくりに関する協定」の締結

８月20日（水）、財務部主催による講演
会「我が国の財政について」が開催され、
県内の経済界及び行政機関など多数の
方々にご参加いただきました。
この講演会は、我が国の財政事情や財
政をめぐる最近の動きなどについて、地域
の皆様に直接ご説明する機会として一昨年
度から実施しており、今年度は、財務省主
計局から井藤主計官（文部科学担当）を講
師としてお招きいたしました。
講演会では、我が国の厳しい財政の現
状について概説し、目下直面する少子高
齢化の進行と社会保障費の増加を踏まえ
た政府全体としての取組状況とともに、我

財務部では、10月９日（木）及び10日（金）
の２日間にわたり、金融行政に対する理解
を深めることを目的に、金融庁から細溝金
融庁長官を講師に迎え、那覇第２地方合同
庁舎において、「金融庁業務説明会」を開催
しました。
９日は経営支援の担い手及び商工会議
所等の借り手側の方々、10日は銀行及び
信用金庫の経営陣にご参加いただき、細
溝長官から『平成26事務年度金融モニタ

９月18日（木）、沖縄総合事務局は、
地域連携の一環として沖縄県警察本部
において、沖縄県警察本部及び沖縄県
銀行協会との３者で「犯罪の起きにく
い社会づくりに関する協定」を締結し
ました。
この協定は、近年多発している振り
込め詐欺など特殊詐欺を未然に防止す
ること等を目的とするもので、県内各
金融機関の協力を得ながら、金融機関
利用者への広報活動や声掛けなど被害
の未然防止活動などを行うものです。
本協定の取組として、現在、県内各
金融機関においては、高齢の金融機関
利用者等に対して「現金を送れ」、「必ず

が国の財政健全化目標、海外の財政事情、
平成26年度予算の特徴など多岐にわたる
トピックスについて、予算編成に直接携わ
る主計官としての経験も踏まえた説明が行
われました。
参加者からは「国の財政状況を確認で

き、今後の地方財政の展望が見えてくるイ
メージがついた」などの意見も寄せられま
した。
今後も財務部では、我が国の財政状況

や財政健全化に向けた政府の対応状況な
どについて、地域の皆様に、より一層理
解を深めていただけるような取組を進めて
まいります。

リング基本方針の概要（今事務年度におけ
る金融監督・検査の手法等）』や『中小企
業等に対する経営支援等の取組み』等に
ついての説明のほか、今事務年度は、政
府の取組である「『日本再興戦略』改訂
2014」における金融庁関連の施策について、
説明がありました。
説明会後に引き続き行われた意見交換

会においては、県内中小企業等の支援に
関して、地域金融機関がどのように経営

儲かる」など特殊詐欺によく使われる
キーワードを記載した「防犯チェック
シート」を活用した声掛けを行ってお
り、被害の未然防止につながるものと
期待されています。
協定締結式には、加藤沖縄県警察本

部長、金城沖縄県銀行協会会長及び河
合沖縄総合事務局長が出席し、河合沖
縄総合事務局長からはこの協定により
金融機関の利用者の財産の保護と取引
の安全・安心が確保され金融犯罪等の
発生が未然に防げるよう総合力を発揮
して連携を図っていきたいとの挨拶が
ありました。

支援の担い手等外部専門家と連携し、目
利き力を活かした支援を発揮できるか等、
地域の強みを活かした支援などについて、
各参加者と意見交換を行いました。
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農林水産部

農林水産部

開発建設部

子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー

農業分野における障害者就労・雇用促進セミナー

景観法制定10周年

農林水産省、文部科学省及び総務省は、
小学生をはじめとする児童・生徒の学ぶ
意欲や自立心、思いやりの心を育み、力
強い子どもたちの成長を支える教育活動と

  沖縄地域の農業分野において、障害者
の雇用機会を拡大させる取組を推進する
ため、沖縄地域農業の障害者就労・雇用
促進ネットワーク(沖縄総合事務局、沖縄
労働局、沖縄県)の主催により、９月25日
(木)、沖縄県立博物館・美術館講堂にお
いて、セミナーを開催しました。
セミナーには、障害者の就労支援に関
わっている事業所やこれから取り組もうと
する事業者、農業者、関係機関等合わせ
て約130名の方々が参加されました。
基調講演では、講師に埼玉県から埼玉
福興株式会社代表取締役の新井利昌氏を

景観法は、我が国の都市、農村漁村に
おける良好な景観の形成を促進し、国民
生活の向上並びに国民経済及び地域社会
の健全な発展に寄与することを目的に平成
16年に制定され今年で10周年となります。
景観への関心の高まりとともに、県民の
多くが沖縄の魅力向上には歴史や文化を
感じるまちなみが必要と考えています。
「沖縄らしいまちなみ風景」を保存し維
持向上することが沖縄を訪れる観光客への
おもてなしにも繋がり、沖縄県の観光振興

して、また、都市と農山漁村の交流による
農山漁村の活性化を図る取組として、子ど
も農山漁村交流プロジェクトを連携して推
進しています。
９月18日（木）には、沖縄総合事務局、
沖縄県、地域協議会で構成する、沖縄地域
「子ども農山漁村交流プロジェクト」推進
連絡会の主催で、沖縄県立博物館・美術
館講堂において、「沖縄地域セミナー」を
開催し、教育関係者、観光団体、農林漁
家など120名の方々が参加されました。
本セミナーでは、群馬県みなかみ町で

子どもたちの体験学習を行っている「みな

お招きし、「ソーシャルファームが支える農
業・地域・雇用」というテーマで、農業
分野における障害者の就労・雇用の実態、
就労・雇用を進める上での課題とその対
応について、具体的な事例を交えながら
分かりやすく説明していただきました。
また、沖縄県内の取組状況について、
NPO法人サポートセンターゆめさき代表
の上江田紫寿江氏、社会福祉法人若竹福
祉会総合施設長の村田涼子氏及び支援ス
タッフの酒井鋭二氏からこれまでの取組と
今後の展望について報告していただきまし
た。

かみ町体験旅行」の北山郁人氏より、「子
ども田舎体験～民泊と農山漁村における
体験学習について～」と題して基調講演
を頂きました。
また、県内での取組事例として、東村で
農家民泊を目的として小学生を送り出して
いる浦添市教育委員会と、その受入を行っ
ているNPO法人東村観光推進協議会より
報告が行われました。
セミナーの後半では、パネラーと会場の
皆さんにより、子どもたちの農山漁村での
宿泊体験活動の推進に向けて活発な意見
交換が行われました。

さらに、セミナー終盤には、琉球大学
農学部の赤嶺光准教授に進行役を務めて
いただき、会場を交えた意見交換が行わ
れました。

にも寄与するものと考えています。
今回、「沖縄らしい」まちづくり・景観づ

くり事業への理解促進と活動の普及等を
目的として10月28日（火）に沖縄県立博物
館・美術館において沖縄総合事務局及び
沖縄県主催で「沖縄らしい景観まちなみ
づくりシンポジウム」を開催しました。
事業報告の他に基調講演や事例紹介、

「これまでの10年とこれからの10年」と題
し、パネルディスカッションも行われました。

～沖縄らしい景観まちなみづくりシンポジウム～
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開発建設部

運　輸　部

11月は「建設業取引
適正化推進月間」です

平成26年度船員労働安全衛生月間の実施
～海から願う家族の笑顔　笑顔に応える無災害～

平成22年度に創設された「建設業取
引適正化推進月間」は、依然として建設
業の不適切な取引が全国的に指摘され
ており、建設業の健全な発展を促進する
ため、毎年11月を月間として建設業の取
引適正化に関し集中的に取り組む活動を、
国土交通省及び各都道府県で行っていま
す。
その活動の一環として沖縄総合事務局
開発建設部では、「建設業法令遵守等講
習会」や建設業許可業者への立入検査

本年度も船員災害の減少と船内にお
ける安全で快適な作業環境、居住環境
の実現を目指して９月１日～ 30日の１ヶ
月間を船員労働安全衛生月間とし、“海
から願う家族の笑顔　笑顔に応える無災
害”をスローガンに月間中、各種の行事
を展開しました。
月間直前の８月27日（水）に、那覇第
２地方合同庁舎において第41回沖縄船
員災害防止大会を開催し、安全衛生月間
が実質的にスタートしました。
本大会では、家族も一体となって船員

特別講演大会宣言

災害・疾病の減
少目標の達成を目
指すことを誓った
大会宣言がなさ
れたほか、「美歩学
トレーニングサロ
ン」理学療法士の 
はまもり あんな さ
んによる「健康長寿の秘策は毎日の美し
い姿勢にあり」と題した特別講演が行わ
れました。
また、月間中は各船舶の安全・衛生

を実施します。
詳細は、後日沖縄総合事務局ＨＰで

も掲載しますので参照ください。
建設産業・地方整備課では、駆け込

みホットライン（0570-018-240）や新労務
単価フォローアップ相談ダイヤル（0570-
004976）が設置されています。建設業の
取引にあたり、疑問等ありましたら、ご
遠慮なくご利用ください。

指導として、訪船指導員が県内各港に停
泊中の船舶を訪れ、海中転落の事故防
止のための措置や飲料水の管理状況等
の点検を実施しました。

「子メーター （証明用電気計器）」の有効期限は過ぎていませんか!?
有効期限を過ぎた子メーターは使用できません！

公的機関を含むビル内のテナント、アパ－ト、社宅等の電気料金の配分、太陽光発電等の売電に用いられる電気計器を子メーター
（証明用電気計器）と呼んでいます。
　☆検定に合格し、有効期限内のものでないと使用できません。（計量法第16条）
　☆国、都道府県又は特定市町村の立入検査等があります。（計量法第148条）
　☆有効期限が切れた子メーターを使用した場合、罰則があります。（計量法第172条）
期限切れの子メ－タ－は、一度取り外し修理して検定合格後に再取り付けするか、検定済の計器に取り替えます。
〔お問い合わせ先〕
　●電気メ－タ－に関する計量法について…内閣府　沖縄総合事務局　経済産業部　エネルギー対策課　 ☎098(866)1759
　●検定について …………………………………………………………… 日本電気計器検定所　沖縄支社　☎098(934)1491
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平成26年度における本誌の原材料調達・印刷・流通・廃棄に伴うCO₂排出量約8.1t（211g/1冊）
は、沖縄県内事業者が創出した国内クレジット（排出権）でカーボン・オフセットいたします。
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くらしに 国有財産
Ⓒ

役 つ立

物件
番号 所　在　地 現況地目

(登記簿地目) 面積（㎡） 坪数 最　　低
売却価格

用途地域
（建ぺい率/容積率）

2601 豊見城市字平良平良原42番 宅地
（宅地） 234.07㎡ 約71坪 公表予定 第一種低層住居専用地域

（５０/１００％）

2602 豊見城市字真玉橋前原26番2 宅地
（宅地） 352.83㎡ 約107坪 公表予定 第一種住居地域

（６０/２００％）

2603 南風原町字与那覇御山武原465番5
宅地
（宅地） 331.29㎡ 約100坪 公表予定 準住居地域

（６０/２００％）

2604 宜野湾市普天間1丁目550番2外2筆
宅地
（宅地） 197.98㎡ 約60坪 公表予定 商業地域

（８０/４００％）

2605 沖縄市泡瀬2丁目78番7 宅地
（宅地） 186.82㎡ 約57坪 公表予定 第一種中高層住居専用地域

（６０/２００％）

2606 うるま市勝連津堅仲原883番外12筆
畑
（畑） 3,334.96㎡ 約1,009坪 公表予定 未指定地域

（６０/２００％）

2607 名護市大東2丁目1703番19 宅地
（宅地） 197.16㎡ 約60坪 公表予定 第一種住居地域

（６０/２００％）

2608 名護市字宮里宇座原1498番4外2筆
宅地

（雑種地） 374.02㎡ 約113坪 公表予定 準住居地域
（６０/２００％）

①個人・法人どなたでも参加できます。
②一般競争入札は郵送又は持参による受付となります。
③一般競争入札に参加するには入札金額（最低売却価格ではない）の５％以上の入札保証金が必要です。
④登記簿地目が畑となっている物件については、落札後に農業委員会等への許可もしくは届出の手続きが必要となります。

＊最低売却価格以上で、かつ最高金額の入札をした方にお売りします。

○公 示 日（予定） 平成２６年１２月１８日（木）
○受付期間（予定） 平成２７年１月１３日（火）午前９時～１月２３日（金）午後５時まで
○開 札 日（予定） 平成２７年２月５日（木）午前１０時

平成26年度　第1回　国有財産一般競争入札（期間入札）のお知らせ平成26年度　第1回　国有財産一般競争入札（期間入札）のお知らせ

※上記の公示日、受付期間、開札日及び入札物件等は変更・取りやめになる場合があります。

入札に関する詳細は下記までお問い合わせ下さい。
・沖縄総合事務局　財務部　統括国有財産管理官
　電話０９８-８６６-００９７（担当：野原・仲眞・東）
　那覇市おもろまち２丁目１番１号
　那覇第２地方合同庁舎２号館１０階

◎入札情報を随時発信するメールマガジンへの登録をお勧めします。ホームページからご登録ください。
ホームページアドレス　http://www.ogb.go.jp/zaimu/index.html

沖縄総合事務局　国有地　　検索　☜


